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The purpose of this note is to set up a research project focused on parents of children 
with disabilities. The significance of focusing on the practice of parents is to grasp care 
experiences. However, this experience tends to be understood as a mother role. The 
mother role is a parent-child relationship formed by experiencing embarrassment. Finally, 
I described a research program that aimed at parenting as a practice of parents who were 
embarrassed and shaped their lives with children. 
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る手法は、3 種の染色体異常を識別対象とする。現状として、35 歳以上の女性が妊娠 10
週目から認可施設での受診が可能である。新型出生前診断を受け陽性だった場合に、99.9%
の確率で胎児の状態が確定する羊水検査を受ける。妊婦やその家族は、新型出生前診断の






















































（湯汲 2009: 51）との指摘がある。この指摘自体は 10 年前であるが、現在でも親たちの
ありようへの関心を促す。 
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家族は形態として多様であり、実態として問題を含む。山田昌弘は、「核家族」は完全
な制度でなく、核家族そのものの中に問題が内在していること（役割と情緒が乖離する可
能性）を強調したと振り返る（山田 2018: 4）。また、山田によれば 1980 年代からの家族
の多様化論を家族の一形態と捉える立場が打ち出されたことで、核家族パラダイム自体へ
の疑義がみられた（山田 2018: 4）。ここで 2 点、確認する。1 つは、家族形態は多様であ



















































B さん（50 代）は夫とダウン症の双子の娘（30 代前半）、彼女らの弟の 5 人暮らしであ
る。自営業を営んでいた(4)。B さんは、出産中毒による流産を経験した 3 年後に、ダウン
症の双子を出産する。双子の子どもを出産したあと、B さんを除いた家族・親族会議がお
こなわれた。そこでは、施設への預け入れや子どもを「間引く」ことまでが検討されてい



















それでも、B さんは子どもが 2 歳、3 歳と成長するなかで、他の子どもとの間にある違
いを改めて意識する。このときの「違い」について、B さんは「何にもない。というか、
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を問うことが 1 つ目の研究課題である。もう 1 つの研究課題は、障害児者もいる家族の日
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